
 

 

物  質  名 シクロヘキサノール ＤＢ－19 

別  名 シクロヘキサナール、アノール 構 造 式 

 

CAS 番号 108-93-0 

PRTR 番号 － 

化審法番号 3-2318 

分子式 C6H12O 分子量 100.16 

沸点 160.8℃1)
 融点 25.4℃1)

 

蒸気圧 8×10
-1 

mmHg（25℃、実測値）2)
 換算係数 1 ppm = 4.10 mg/m

3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 1.23（実測値）3)
 水溶性 4.2×10

4
 mg/L（10℃、実測値）4)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 ラット 経口 LD50 1,400 mg/kg
 5)

  

 マウス 吸入 LCL0 7 mg/m
3  5)

  

 ラット 吸入 LC > 6,500 mg/m
3 
(1hr) 

5)
  

 ラット 吸入 LCL0 7 mg/m
3  5)

  
 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、455 mg/kg/day を７日間強制経口投与した結果、455 mg/kg/day 群で肝臓相対重量

の有意な増加、肝臓の酵素活性の上昇を認めた 6) 。 

・ウサギに 0、580、1,090 mg/m
3 を 10 週間（6 時間/日、5 日/週）、0、4,000 mg/m

3 を 11 週間（6

時間/日、5 日/週）、0、4,930 mg/m
3 を 5 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、4,000 mg/m

3

以上の群で各 2/4 匹の死亡がみられ、昏睡、嗜眠、流涎、流涙、結膜刺激、耳静脈の膨張、

体重増加の抑制がみられた。1,090 mg/m
3 群では死亡はなく、軽微な結膜刺激、耳の静脈の膨

張がみられた。580 mg/m
3 群では臨床所見はなかったが、肝臓、腎臓で組織の軽微な変性（詳

細不明）がみられた。また、サルに 0、2,780 mg/m
3 を 10 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させ

た結果、嗜眠、結膜刺激、耳静脈膨張、体重増加の抑制がみられた。また、心筋、肺、肝臓

及び腎臓で組織の軽微な変性（詳細不明）がみられた 7)。 

生 殖・発 生 毒 性 

・雄ラットに 0、25 mg/kg/day を 40 日間経口投与（投与方法は不明）した結果、25 mg/kg/day

群で精巣及び精巣重量の減少、精子形成の阻害、精細管の直径及びライディッヒ細胞核の容

積の減少、精巣上体及び精管の内腔で精子の欠乏、精巣及び精巣上体の RNA、タンパク質、

シアル酸、グリコーゲン濃度の低下を認めた。また、副腎のアスコルビン酸の減少、血清中

のコレステロール、リン脂質、トリグリセリド、ビリルビン等の上昇がみられた 8)。 

・2 系統のマウスに 0、0.1、0.5、1％の濃度で妊娠期間から哺育期間まで混餌投与した 2 世代試

験の結果、どちらの系統でも 1％群の出生仔（F1 及び F2 世代）で生存率の低下及び体重増加

の軽微な抑制がみられたとの報告 9）がある。 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼、皮膚、気道を刺激する。中枢神経系に影響を与えることがある。眼に入ると、発赤、痛

み、皮膚に付くと乾燥、発赤、経口摂取すると腹痛、下痢、吸入すると咳、めまい、咽頭痛、

頭痛、吐き気、嗜眠を生じる。長期または反復して皮膚に触れると、皮膚の脱脂を起こす 11)。 



 

・2 年間に、許容された濃度未満のばく露を日常的に受けた 453 人のうち、25％で自律神経系

の非特異的な障害を示した。対照群（100 人）では 8％に同様の症状がみられた 12)。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH 
13)

 TLV-TWA 50 ppm（206 mg/m
3）  

 日本産業衛生学会 14)
 25 ppm（102 mg/m

3）  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 

吸入ばく露については、中・長期毒性の吸入試験 7) があるが、組織の変性の詳細が不明なこ

と、知見が古いことから、暫定無毒性量等の設定は行わなかった。 
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